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  平成３０年４月教育委員会定例会 会議議事録 

 

 

 

 １ 招集年月日     平成３０年４月１２日（木）午前１０時 
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             委  員            髙 橋 明 子 

             委  員            荒 明 美恵子 

 

 

 ４ 出 席 職 員   教育部長            江 花 一 治 

             教育部参事           佐 藤 健 志 

教育総務課長          大 瀧 浩 信 

             学校教育課長          坂 口   伸 

             生涯学習課長          田 部   一 

             文化課長            植 村 泰 徳 

             中央公民館長          栗 城 由 紀 

             教育総務課長補佐        折 笠 雄 一 

             学校教育課長補佐        瓜 生 昭 彦 

             生涯学習課長補佐        田 中   勲 

             文化課長補佐          鈴 木 宏 康 

             中央公民館長補佐        原   利 正 

 

 

 ５ 閉     会   午後０時０８分 
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教育長 それでは、これより平成30年４月教育委員会の定例会を開会い

たします。開会時刻は10時６分といたしますので、よろしくお願

いいたします。 

次に、会期の決定についてお諮りいたします。会期につきまし

ては、本日１日としたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしということで、会期については、本日１日と決定いた

します。 

続いて、３番の書記の指名についてお諮りいたします。書記に

つきましては、教育総務課の課長補佐折笠雄一を指名したいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしと認め、書記には折笠教育総務課の課長補佐を指名い

たしますので、よろしくお願いいたします。 

４番に入ります。前回会議録の承認ということでありますが、

前回の議事録についてでありますが、何か訂正事項等がありまし

たら発言をお願いいたします。よろしいですか。遠藤委員。 

遠藤委員 ４ページの教育総務課長の発言の中で、関口委員は本年１月23

日をもってというところが２月23日ということだと思います。 

教育長 ４ページの件ですが。 

教育総務課長 こちらにつきましては修正させていただきます。 

教育長 再度繰り返します。議事録のほうの４ページ、教育総務課長と

いうところで、下から６行目、関口委員は本年１月23日をもって

と記されておりますが、この１月ではなくて２月というふうに訂

正する。よろしいでしょうか。 

ほかにございませんでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、ほかに訂正はないということでよろしいでしょうか。 

教育総務課長 本来ですと３月定例会の分もあわせてお願いするところでした

が、まだ届いたばかりで確認しておりませんので、次回の５月の

定例会のほうでお願いしたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

教育長 では、３月定例会の議事録についても今ほどの説明がありまし

たが、それでよろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 
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教育長 異議なしということでありますので、前回議事録については修

正点も含めて承認することといたします。 

続いて、５番の報告事項にについて取り上げます。 

今回の報告事項は（１）と（２）、先ほど説明がありましたが、

そのような中身で分かれておりますが、報告事項の説明に入る前

に事務局から加筆、訂正はありませんか。 

教育総務課長 今回５番の報告事項から８番目の協議事項まで含めまして、加

筆はございませんけれども、一部修正がございましたので、本日

皆様に改めて次第と資料をお配りさせていただいております。 

事前にお送りしましたものと比べまして、一部修正点でござい

ますけれども、審議事項のうちの議案第１号の平成30年度喜多方

市一般会計補正予算（第１号）に関する11ページ、12ページ、13

ページに一部修正をさせていただく点がございます。修正した資

料を本日改めてお配りさせていただいておりますので、なお詳細

につきましては、議案第１号の審議の際に各所管課から説明させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

教育長 今説明があったように、今日の次第の中で言うと、５番から８

番の中でのいわゆる修正等ですが、７番の審議事項の議案第１号、

ここに修正があったという説明でしたが、どうですか。よろしい

でしょうか。新たなものはお手元に届いているということです。 

では、最初に、報告事項の（１）行事等の報告についてであり

ありますが、これについて事務局。 

教育総務課長 それでは、行事等の報告をさせていただきますので、１ページ

をご覧いただきたいと思います。 

前回、３月の定例会の翌日、３月14日から本日までの行事等に

ついての報告でございます。合計19件で、日時、行事名、開催場

所等については記載のとおりでございますので、説明は省略させ

ていただきたいと思います。なお、出席いただいた皆様について

も記載しておりますので、ご確認いただきたいと思います。よろ

しく願いいたします。 

以上でございます。 

教育長 ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見等はございませんか。 

＜なしの声あり＞ 
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教育長 それでは、特になしということでありますので、お諮りいたし

ます。報告事項（１）の行事等の報告について承認することにご

異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしと認め、報告事項の（１）行事報告について承認する

ことといたします。 

次に、報告事項の（２）教育長の報告で報告第1号共催、後援等

の承認について、事務局からの説明を求めます。 

教育総務課長 それでは、報告第１号共催、後援等の承認について説明させて

いただきますので、２ページをご覧いただきたいと思います。 

喜多方市教育委員会の共催及び後援の承認申請につきまして、

３月の定例会以降、後援を７件承認いたしましたので、喜多方市

教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則第２条第３

項の規定により報告するものでございます。それぞれの内容等に

つきましては各所管から説明させていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

学校教育課長 それでは、３ページをお開きいただきたいと思います。 

後援７件のうち、学校教育課所管につきましては、１番、５番、

この２件でございます。この２件につきましてご説明申し上げま

す。 

まず、１番ですが、後援内容第６回ＴＯＳＳ全国1000会場教え

方セミナーということで、今回、104名の応募者があるということ

でございますが、私どもは、会場会津若松市稽古堂での講演につ

いて後援をさせていただきました。このＴＯＳＳというのは、全

国的に、特に東日本に多くなっているわけですけれども、教職員

のための教育技術向上セミナー、授業力向上セミナーということ

で、教職員の皆さんが編成している団体でございます。これにつ

いて３月24日、会津稽古堂で行われますことについての後援内容

でございます。申請者その他につきましては、掲載のとおりでご

ざいます。 

続いて、５番です。第25回わんぱく相撲あいづ場所、６月３日

日曜日に開催されます。これは、毎年春と秋に大きな大会がござ

います。会津管内の大会ということで、男子は小学校１年生から

中学校３年生まで。女子は小学校１年生から６年生までというこ

とで、会津若松市、喜多方市、会津美里町、西会津町の４市町が

後援をいたすものでございます。なお、会場、申請者等について
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は記載のとおりであります。 

以上です。 

生涯学習課長 同じく、生涯学習課所管の４件についてご説明申し上げます。 

まず、２番目の事業名が第49回全国ママさんバレーボール大会

会津地区予選会でございます。これは生涯スポーツの発展に資す

るために開催をしているものでございまして、開催日につきまし

ては平成30年４月29日でございます。なお、申請者は若松でござ

いますが、事務局を務めている方は喜多方市在住の方でございま

して、参加申し込みもこの喜多方在住の方が窓口になって受け付

けているところでございます。また、この大会にも喜多方市のチ

ームが参加しているところでございます。申請者以下につきまし

ては記載のとおりでございます。 

３番目の事業名でございますが、喜多方高校卓球部ＯＢ会設立

50周年記念事業（公財）日本卓球協会強化本部長宮崎義仁先生に

よる特別卓球セミナーでございます。これは、児童生徒や指導者

の育成のために開催をしたいとするものでございまして、開催日

は５月27日でございます。対象でございますが、県内の小中高校

生150人を対象に参加費無料で開催したいという申請でございま

す。申請者以下記載のとおりでございます。 

次に、４番目でございますが、ホタルの学校でございます。こ

れは、ホタルの繁殖や観察を通して命の大切さや自然環境の保全

の大切さについて学ぶというような授業でございまして、５月27

日から10月下旬まで通算10回を通して開催をしたいとするもので

あります。なお、会場につきましては、厚生会館ほか、となって

おりますが、これは現地での観察というようなことも含まれてい

るためでございます。対象につきましては市内の小学生やその家

族ということの対象でございます。 

次ページをお願いいたします。 

６番目でございます。事業名が第１回喜多方市長杯パークゴル

フ大会でございます。これは、パークゴルフを通して大会参加者

の親睦と体力向上を図りたいとするものでございまして、開催日

は６月３日でございます。参加者につきましては約70人を想定し

ておりまして、市民の方が対象で開催したいとするものでござい

ます。会場以下記載のとおりでございます。 

以上です。 

文化課長 続きまして、文化課所管の後援についてご説明いたします。４

ページ７番になります。 
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第５回蔵の街喜多方歌謡クラブチャリティー発表会でありま

す。開催日平成30年６月３日日曜日でございます。会場、申請者

等につきましては記載のとおりであります。この事業の内容でご

ざいますけれども、歌謡クラブの会員の皆様、カラオケでの愛好

者による成果の発表会という内容でございます。会員30名の方々

の発表となるものでございます。 

以上です。 

教育長 今、説明がありましたように、全部で７件の後援、学教のほう

で２件、生涯のほうで４件、文化のほうで１件ということで。こ

れについて説明がありましたが、ご質問、ご意見等ございますか。 

髙橋委員 委員の髙橋ですが、後援をいただくための要件はあるんでしょ

うか。例えば社会教育団体に認定されているとか、何となく想像

がつくのは活動歴がどのぐらいあるとか、そういったものが審査

の対象みたいなことにしているのか。どういう団体を後援として

認めていくのかというのをお聞かせいただきたいんですが。 

生涯学習課長 全体にかかわるものでございますが、私のほうからご答弁させ

ていただきたいと思います。 

共催や後援等につきましては、喜多方市教育委員会共催後援等

承認要綱というものを定めてございまして、その中で基準を決め

てございます。まず、１点目といたしまして、販売行為、企業、

団体、または個人の利益誘導とならないこと。２点目といたしま

して、主義主張が偏向していないこと。３点目といたしまして、

特定の宗教活動に関するものでないこと。４点目といたしまして、

公共の福祉に反しないものであること。５点目といたしまして、

法令、規則等に違反するものでないことという条件で、教育上、

公に供するに適当と認められるものについて共催、あるいは承認

というような基準で決定しているところでございます。決定の承

認をいただいているところでございます。 

教育長 今ほど説明がありましたが、どうですか。 

髙橋委員 引き続き質問ですが、これだけいろいろな活動があるというこ

とは、いろいろな社会教育の振興にすごくつながっているのかな

と感じるんですが、共催はともかくとして、後援をいただくとい

うことで、この団体のメリットがいろいろあると思うんですが、

それについて教えていただけますか。 

教育長 後援等を行ったことによる団体等に関してのいわゆるメリット

の部分ですね。 
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生涯学習課長 そのメリットでございますが、教育振興に資するということで、

その団体の活動が公の中で認知度が高まるということがあると思

います。また、後援を受けた団体につきましては、体育施設です

と使用料が２分の１減額の対象とさせていただいているという状

況でございます。 

髙橋委員 よくわかりました。以前、公民館に勤めていたことがございま

して、こういった教育委員会の後援、共催はもちろんですが、ポ

スター等に後援と書いてあるか、書いていないかで、例えばポス

ターを張るとか、お部屋を貸すとかいったところで大分差が出て

きていたことをちょっと思い出しまして、今こういったご質問を

したんですけれども、先ほど伺った基準を聞きますと、もちろん

厳しい要件があるんですけれども、もう少しいろんな団体が後援

を受けて活動しやすい、金銭的にも、いろいろ情報を流すという

ことについても、もう少し活動しやすくなるといいなと思うもの

ですから、もう１つお尋ねしたいんですけれども、この後援の要

請を受けて、それを承認しないことはあるんですか。 

教育長 生涯学習課長。 

生涯学習課長 この申請につきましては、各課それぞれ所管の部署で受け付け

ておりますが、生涯学習課の場合申し上げますと、過去に宗教的

な活動のもので後援の承認をお断りした経過はございます。 

教育長 確認ですけれども、先ほど言った５点にいわゆる抵触しない限

り大概は承認するということで、各課ともいいですか、そういう

立場で。そこに抵触した場合には承認しない、そういう部分があ

るということです。 

髙橋委員どうですか。 

髙橋委員 よくわかりました。それで、何が言いたいかといいますと、も

う少し地域のいろいろな活動をしている方たちがこういった社会

教育の推進につながるような活動をやりやすくするものを一つの

支援としても、教育委員会が後援する、そういう支援もあるので、

もっと地域の力でいろいろな活動をしてはどうですかというの

を、例えば生涯学習ガイドですとか、いろんな場で少しやっても

いいのかなと思うんです。共催と違って後援というのは、自分た

ちで自主的にやっているものについて支援しますよと。例えば公

共の建物にポスターを張ることができるとか、先ほどお伺いした

ような公共施設が減免になるといったメリットがあるわけですか

ら、そういったことをもう少し周知して地域での社会教育の活動

をもう少し耕してみてはどうかなというふうに思っていたもので
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すから、お尋ねしました。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。 

今、髙橋委員からあったように、結局、それぞれ地域では頑張

っている人たちがいて、その人たちの社会教育の部分でも含めて

活動が活発化して、より、そういうものに資するような教育委員

会の体制でありたいなとは思うんですが。その辺はよろしいです

か、事務局として。 

生涯学習課 社会教育、生涯スポーツ、教育にかかわるような団体の支援に

つきましては、この共催、後援だけでもなくて、社会教育関係団

体の認定とか、あるいはスポーツの育成ということで各種取り組

みを行っているところでございます。また、昨年度策定しました

中期的な取り組み方針の中でも、この団体の育成ということで取

り組んでいるところでございます。さらに、今ほどの共催、後援

等のお知らせにつきましても、ホームページに教育委員会と掲載

をさせていただいて、その中で申請要綱、あるいは申請書類など

もそのホームページの中から取り寄せられるように設定をさせて

いただいているところでございます。また、何か窓口等でご相談

があった場合には、今後もこのようなことも推進というか、お知

らせをしていきたいと考えております。 

教育長 では、よろしいですか。それでは、ほかにご意見はなしという

ことでよろしいでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、お諮りします。 

報告事項の（２）教育長の報告第１号共催、後援等の承認につ

いてですが、これを承認することにご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認め、報告事項の（２）報告第１号共催、後

援等の承認については承認することといたします。 

続いて、報告事項第２号喜多方市小学校農業科支援員の委嘱に

ついてでありますが、事務局の説明を求めます。 

学校教育課長 それでは、５ページをお開きいただきたいと思います。 

報告第２号喜多方市小学校農業科支援員の委嘱についてという

ことで報告申し上げます。 

喜多方市小学校農業科支援員設置要綱に基づき、喜多方市教育

委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則第２条第３項の

規定により報告するものでございます。 
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委嘱日は今週の金曜日４月13日から任期といたしまして、平成

31年３月31日までとするものでございます。 

次ページ６ページをお開きください。 

今年度、喜多方市小学校農業科支援員102名の委嘱を考えてござ

います。委員の皆様については年度末の段階で掌握をさせてだき

ました。ちなみに昨年度は103名でございましたが、各小学校とも

かなりの異動がございました。次ページ７ページから９ページま

でが各学校ごとの農業科支援員の名簿でございます。なお、今年

度平成30年度新しく新規でお入りいただいた皆様には、新という

文字をつけ加えさせていただきました。以上102名の農業科支援員

により、今年度の各小学校の農業科、スタートをさせていただき

ます。学校教育課の職員、課長補佐以上の者が委嘱状を各小学校

に持ってまいって委嘱をしてまいります。 

以上でございます。 

教育長 ただいまの説明に対してご質問、ご意見等ございましたらお願

いします。 

荒明委員 学校によってかなり支援員の人数に差があって、大変な学校も

あるんだなと感じているところですが、特に豊川小学校では支援

員の方が２名ということで、今年、入学生が少なかった上三宮の

ほうではすごく支援員の方がいて充実した農業活動ができるんだ

ろうなと思うんですが、喜多方市では、農業科にかなり力を入れ

て教育活動を今まで継続しているところだと思うんですが、この

ように地域の学校の実情、実態もあると思うんですが、豊川小学

校のように２名しか農業支援員がいないというところに対して

は、これから農業科を続けていけるのかなという心配も私はして

いるんですけれども、こういう学校によっての大きな差、特にす

ごく人数が少ないところに対しては、どのような働きかけ、支援

を考えていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

学校教育課長 ただいまのご質問でございますが、支援員が多ければ活気があ

るとか、少なければ困っているということはございません。委嘱

につきましては我々も協力をさせていただいておりますし、各校

の校長、教頭、担当者がお話し合いをいただいて、畑の面積であ

ったり、田んぼの面積であったり、本校の教育課程に見合った方々

をご選出いただいておりますので、私どもはそのような認識は持

ってございませんでした。しかし、少なくて困っているというの

は、昨年、一昨年度から出ている学校もございます。これは、豊

川小学校ではございません。高齢化というのが課題でありまして、
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支援員は、うちに孫がいるから手伝ってあげるというのが最初の

スタートで、だんだん高齢化が進んでまいりまして、今、新規で

新しく入れていただいているところでございます。市としまして

は、各校長会等でもお話をさせていただいておりますが、支援員

についての悩みであったり、選出の人数が足りないんだというと

きには、学校教育課のほうにご連絡をいただくことになっており

ます。昨年度、今年度についてはまだございませんが、その場合

は我々が、例えば農業委員会、あるいは農協等、また各課連携い

たしまして、そういう方々を、お近くの方を配置したり、町場は

なかなか難しいですけれども、そういった方々をご支援申し上げ

るような体制はとってございます。 

以上でございます。 

教育長 どうですか。(「わかりました」の声あり) 

例えば一小が６名、高郷小７名とありますが、今説明があった

ように、学校のいろいろな実情もあって、大体はこの人数では充

足している。２名だからといって全く豊川小は困っていないです

ね。ただ、今お話があったように、高齢化という大きな問題もあ

ると。 

学校教育課長 今、教育長からもお話しいただきました。そのとおりかなとい

うふうに認識してございます。豊川小学校が出ましたので、補足

ということですが、こちらはご存じのとおり、県版のＣＭに出ま

したり、食味コンクールで日本一をとったり。これは支援員の

方々、そのご家族であったり、知り合いの方をいろいろ投入され

てやっているようです。特に豊川小学校などは、この一、二年、

大変全国的にも有名な農業科の取り組みをしてございますし、

我々としては引き続き継続して協力申し上げたいと考えておりま

す。 

以上です。 

教育長 ほかにご質問、ご意見等ございませんか。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、お諮りいたします。 

ただいまの報告第２号の喜多方市の小学校農業科支援員の委嘱

についてでございますが、承認することにご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認め、報告第２号喜多方市小学校農業科支援

員の委嘱について、承認することといたします。 

以上報告事項であります。 
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続いて、６番の承認事項についてお諮りいたしますが、ここに

ついては、教育総務課長。 

教育総務課長 今回、この承認事項につきましては、事務局から提案するもの

はございませんので、よろしく願いいたします。 

教育長 では、特にないということでよろしいですか。 

では、７番の審議事項に入ります。 

ここにありますように、今回の審議事項については、議案第１

号から第３号まで、３つの議案ですけれども、ここについては先

ほど繰り返しになりますが、教育総務課長からあったように、議

案第１号について、ちょっと修正があったということであります。 

それでは、審議に入りたいと思います。 

まず、最初に、議案第１号平成30年度喜多方市一般会計補正予

算（第１号）について、事務局の説明を求めます。教育総務課長。 

教育総務課長 それでは、議案第１号平成30年度喜多方市一般会計補正予算（第

１号）について説明させていただきますので、10ページをごらん

いただきたいと思います。 

平成30年４月市議会臨時会に提案する平成30年度喜多方市一般

会計補正予算（第１号）において、教育部に関係する予算として

別紙のとおり計上したいとするものでございます。 

一部修正を含めまして、予算の内容等につきましては、各所管

課から説明させていただきますので、よろしく願いいたします。 

学校教育課長 それでは、11ページをお開きください。 

４月補正予算要求の学校給食経費についてでございます。内容

につきましては、補助金ということで、この見積額につきまして

今回修正をさせていただきました。市長の政策に基づく事業とし

て立ち上げを図ったものでございまして、子育て世代における経

済的な負担軽減を図るために、小中学校における学校給食費に要

する経費に対し補助金を交付するものでございます。積算基礎に

つきましては、児童生徒の給食費年額の２分の１相当額を補助す

るというような内容でございまして、見積額につきましては9,367

万円ということでの増額計上でございます。 

以上です。 

生涯学習課長 12ページをお願いいたします。 

生涯学習課の今回の補正予算でございますが、スポーツ振興経

費で335万8,000円の要求でございます。この補正予算でございま

すが、内容は2020年に開催されます東京オリンピック・パラリン

ピックのホストタウンの登録に向けた経費の計上でございます。
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内容につきましては、共済費、賃金につきましては、嘱託職員１

名の計上、旅費につきましては、内閣府や大使館、県庁等への出

張の経費で、内訳は記載のとおりでございます。需用費につきま

しては消耗品費、役務費につきましては通信運搬費と筆耕翻訳料、

記載の額でございます。また、委託料でございますが、これはホ

ストタウン登録ＰＲ看板の作成、設置委託でございまして、設置

の想定箇所でございますが、本庁と各総合支所、押切川公園体育

館の６カ所でございまして、ホストタウンの登録が決定した際に

は、この看板を設置しＰＲに努めていきたいとするものでござい

ます。 

以上です。 

文化課長 それでは、文化課分をご説明いたします。13ページをお開きい

ただきたいと思います。 

まず、事前に配付させていただいた資料等の訂正箇所を申し上

げます。一番上の左側、事業名文化財保護経費のところでありま

すが、事前にお配りしていた資料が文化振興諸費となっておりま

した。大変申しわけありません。 

続きまして、節科目のところの一番上の負担金補助及び交付金、

補助金となっておりますが、２行目の交付金というところが以前

抜けておりました。大変申しわけありませんでした。 

文化課分の予算の説明を申し上げますと、今回の文化財保護経

費及び下段の埋蔵文化財発掘調査経費につきましては、市長の政

策に基づく予算を計上したものでございます。文化財保護経費負

担金補助及び交付金のうち、補助金256万1,000円の計上につきま

しては、記載の内容に係る文化財の保存支援事業に係る補助金要

綱に基づく２分の１以内の額の計上であります。市指定文化財保

存事業費補助金につきましては、高郷にあります市文化財の木造

三十三観音堂の屋根のふきかえに係る２分の１の補助。無形文化

財保存団体補助金につきましては、今年の３月20日付で新しく市

の指定文化財となりました熱塩の梵天祭に係る保存団体への補助

金３万円、蔵等国登録有形文化財補助金につきましては、記載の

２件に係る屋根瓦の修繕に係る補助の計上でございます。 

埋蔵文化財発掘調査経費32万2,000円の計上につきましては、慶

徳町新宮で発掘調査が行われておりました灰塚山古墳発掘調査成

果周知事業ということでございまして、報償費は講演会を予定し

ております講師の報償費、費用弁済につきましては講師の旅費等

となっておりまして、また普通旅費につきましては、この大学の
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発掘調査成果の出土品等に係る今後の活用等々につきましての大

学との協議に係ります普通職員旅費。需用費印刷製本費23万4,000

円につきましては、発掘調査の成果を広くお知らせをする目的で

パンフレットの作成、写真パネルの作成に係る経費であります。

使用料及び賃借料につきましては、大学との協議に係る高速道路

の使用料金となっております。 

以上です。 

教育総務課長 今回、この時期に補正予算になった理由につきましてご説明さ

せていただきたいと思います。 

今回、皆さんご存じのとおりに、この２月、新たに遠藤市長が

就任したということで、平成30年度の当初予算につきましては、

義務的経費、どうしても必要な経費などの骨格予算にしておりま

した。今回、新たの市長の政策的な部分を補正予算で追加すると

いう中身で今回提案するものでございますので、よろしくお願い

したいと思います。 

教育長 今のような説明がございました。 

これより、質疑に入りますが、ただいまの説明に対してご質問

はございませんか。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、ご意見等はございませんか。よろしいですか。いい

ですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、これで質疑を終わります。 

これより採決を行います。 

議案第１号平成30年度喜多方市一般会計補正予算（第１号）に

ついてでありますが、この原案のとおり決することでご異議ござ

いませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認めます。 

議案第38号については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第２号フッ化物洗口の導入についてでありま

すが、これを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

学校教育課長 14ページをお開きください。 

議案第２号フッ化物洗口の導入についてということで、喜多方
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市立小学校におきまして、別紙のとおりフッ化物洗口を導入する

こととしたいというものでございます。 

それでは、15ページをお開きください。 

フッ化物洗口につきましては、教育委員会の定例会でも昨年度

来ご報告を申し上げてきた経緯がございますが、平成28年度から

本市におきましては保健課、こども課、我々学校教育課の３課で

立ち上げをしまして、話し合いを持ってきたところでございます。

今年度、２学期を予定してございますが、フッ化物洗口事業とい

うことで、各学校で導入を図りたいとするものでございます。 

大きな２番、実施（案）というところでごらんいただきたいと

思います。 

（１）実施設及び対象者につきましては、教育部学校教育課と

いたしましては、２番目の17小学校に在籍する１年生から６年生

の児童、これはあくまで希望者でございます。２番の洗口回数に

つきましては、小学生ですので、下の段、黒ぽつの２つ目になり

ますが、週１回法でやっていく方向でございます。方法につきま

しては３点ございますが、原則的に市の職員が薄めた液を調整し

まして、２週間分を学校に持ってまいる。学校では冷蔵庫での保

管、１週間に１回、希望の子供たちにうがい等をさせるというこ

とで、スケジュール案が３課の会議でまとまってまいりました。

４月以降このような流れで、市のほうでは、中学校の７区を考え

ておりますが、保護者会の説明を通しまして、その後２学期後半

にでも導入を進めるということでございます。なお、このフッ化

物洗口につきましては、全国的に騒がれているところがございま

す。反対派、賛成派もございました。昨年、平成29年度、一昨年、

平成28年度、本市としましても、各学校の管理職の先生方に、あ

るいは養護教諭の先生方に、保健担当の先生方にも説明をしてま

いってきたところです。アンケート結果その他を集約した結果、

３課での話し合いの後、このような導入を図っていきたいとする

ものでございます。なお、16ページには、昨年、一昨年度の検討

経過を掲載させていただきました。ご参考までに見ていただけれ

ばと思います。 

以上でございます。 

教育長 これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対してご質問はございませんか。荒明委員。 

荒明委員 これまでの経過を見ると、今のところは学校への説明とアンケ

ートが終わっているということで、保護者への説明はこれからと
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いうことになりますよね。それで、15ページの一番上のところに

書いてありますが、実施施設の教職員等へのアンケート調査とか、

課題の整理に取り組んできた結果という、このことについてもう

少しお聞きしたいと思います。例えば、教職員等へのアンケート

をとったところ、どのような結果、大まかなものでもいいんです

が、賛否両論どんなものがあったのか。それから、課題の整理と

いうのは、具体的にどんな課題があったのかというようなことを

お聞かせいただければありがたいです。 

学校教育課長 ご質問２つあったかと思います。 

まず、保護者会につきましては、今年度これから開催予定でご

ざいます。これはまた３課での打ち合わせ等がありますので、期

日につきましてはまだ未定でございますが、今回中学校区７つの

地域を考えているようですので、そのようなことで我々も協力申

し上げたいと考えております。 

２点目ですが、アンケート調査、それから課題等の整理という

ことなんですけれども、アンケート調査につきましては、昨年度、

それぞれの教職員の方々、学校単位、あるいはこども園のほうに

もアンケートをおとりしまして、我々が把握してございますのは

小学校、中学校ということで、お答えをさせていただきますが、

いろいろ校長先生方、養護教諭の先生方にご説明を申し上げ、ど

うですかというアンケートを自由記述、または○、×でおつけい

ただいたんですが、導入したほうがいいよという学校が７校ござ

いました。導入はもうちょっと待ったほうがいいんではないか、

これが７校でございます。それから、その他としましては５校と

いうことですね。未回答というところもございましたが、７校、

７校、５校ということで、これは足して17になりませんが、それ

ぞれの配分がございましたので、その中でも導入したほうがよい

ということにつきましては、永久歯に生えかわる時期の子供たち

に対する齲歯予防として必要、安全性は理解した、市全体として

足並みを合わせて取り組むのであれば協力をさせていただく、こ

ういった意見がございました。まだ導入は時期尚早ではないのか

なというご意見の７校につきましては、やはり洗口液の配達があ

ればいいけれども、学校で調合する、原液を持ってくる、これは

学校の仕事ではないのではないか、あるいは先生方が調合する、

これは学校の教職員の仕事を超えているものではないかなどとい

う意見があったり、ブラッシング指導、その他フッ化物洗口の時

間、昼休みだ、放課後だ、我々も忙しい中で、なかなかそういっ
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た時間はとれないということで、結局やるのは学校の職員になる

のだろうが、いかがなものかなというようなご意見等がございま

した。先ほど申し上げましたその他の学校につきましては、市が

やるということであれば、方針に従います。あるいは、保護者に

対し安全性というものをもう一度丁寧にご説明いただければご協

力いたしますというような学校もございました。以上でございま

す。 

最後の課題につきましては、これは今申し上げましたが、学校

がやるべきこと、あるいは市がやるべきこと、保健福祉部がやる

べきこと、教育部がやるべきこと、こういったことの住み分けが

ないままずっと３課会議が平成28年度からスタートした部分もご

ざいました。もちろん住み分けをして、今はきちんとなってござ

いますが、そういった課題の整理であったり、学校側に原液を運

ぶ、運ぶのは、じゃあ誰がやると、そういったようなことも含め

まして、そういう運搬業務、指導業務というようなこと。あるい

は保護者への周知はどうしますか、学校への再周知はどのように

しますか、そういったようなさまざまな課題を整理整頓してきた

という意味での掲載をさせていただいたところでございます。 

以上です。 

教育長 荒明委員、どうですか。 

荒明委員 わかりました。 

それでは、２つ目の質問ですが、私個人としては、喜多方市全

体で喜多方市立小学校においてということなので、全体での実施

ということだと思うんですね、この案は。それで、市全体ですの

で、実施するに当たっては、やはり子供たちの実態、そして目的、

方法をしっかり確認、周知させた上で行うことがやっぱり大事か

なと考えています。その上で、子供たちの実態についてちょっと

知りたいなということで質問させていただきます。 

まず、このフッ化物洗口、歯の質を強化するというようなこと

で導入したいということだろうと思うんですが、それはやはり、

喜多方市の子供たちの虫歯保有率が多いということが前提にある

と思いますが、その虫歯調査の仕方はどんなふうにしているのか

なというのがまず疑問なんですね。例えば、虫歯を持つ児童の数

なのか、それとも虫歯の数なのか。例えば、１本の子も10本の子

も同じ虫歯ありの子供ということで調査しているのか。その虫歯

調査の結果、数として出てくる内容、調査の仕方についてどうい

うふうになっているかというのが１つ。 
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それからもう１つは、虫歯が多い子の実態、原因、そういうも

のを把握できているのかなということです。例えば、学校教育で

は、虫歯予防として普通基本的には正しいブラッシングの仕方と

か、それから適切な甘味摂取とか、朝、昼、晩の中でも夜寝る前

が一番大事なんだよということでずっとやってきたわけなんです

が、そのフッ化物というと、やっぱり歯の質を強くするというこ

とになるわけなんですが、一人一人学校でずっと長年指導してき

たことが家庭でちゃんとできているのかという状況についてと

か、そういうことを調べていくと、おのずと一人一人の実態とい

うのが見えてくるのかなというふうに思うんですね。ですから、

その実態などについてはどれだけ把握されているのか、その実際

のところ、ちょっとお聞かせいただきたいなと思います。 

学校教育課長 ２点あったかと思います。 

１点目ですが、調査の方法につきましては、これは経年でずっ

と続けております。保健課のほうで３歳児、６歳児の現状、12歳

児の現状というようなことで、市でも公表しておりますし、ホー

ムページ等にも出てございます。それとはまた別に、学校教育課

では、養護教諭、毎年春と秋に虫歯の数、あるいは虫歯有病者数

ということでの調査をしてございます。経年のグラフ等も作成し

て、これも公表してございます。ちなみに、学校教育課としては

12歳児と６歳児を扱うわけですが、12歳児の現状としましては、

喜多方としては、今、横ばいというところなんですけれども、今

お質しございました虫歯の有病者数の率ですね、全体に占める率

と、12歳児の１人平均虫歯の数ということで、２通りの調査をし

てございます。昨年度分はこれから平成30年度にまとめをいたし

ますけれども、平成26年度、平成27年度、平成28年度で申します

と、喜多方市については、12歳児で平成26年度が54.4％でかなり

多い数値でございます。平成27年度が48.7％の子供たちが１本以

上の虫歯を持っています。平成28年度の統計でいきますと45.8％、

この子供たちが１本以上の虫歯を有していますよという率を出し

たものでございます。それから、12歳児の１人平均の虫歯数、こ

れも年によって違うんですが、平成26年、25年ごろは1.8本、１人

平均で２本弱というところですが、最近は1.3本、平成27年度1.2

本、平成28年度は1.0本ということで、これらについて把握してご

ざいます。なお、ご存じかとは思いますが、この事業が県からお

りてまいりましたきっかけというのがそこでございました。福島

県がいつも47都道府県の40位前後にいるんです。一番悪い年は下
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から２番目というような年もございました。その中で、会津管内

が悪いんです。その中でも喜多方市が高い数値ということで、そ

ういったことでのこの事業の始まりのきっかけでもございまし

た。 

２点目でございますが、実態につきまして、これは食育との関

係もありますが、保健安全指導、給食指導、保健指導等々で私ど

もも学校教育課として各学校に指導してまいりました。以降、そ

のための評価をいただいたり、アンケートもとってございます。

大きな子供たちの今の実態としては、やはり家庭での食生活、こ

れが一番大きなものとして養護教諭の先生方は感じておられるよ

うです。例えば偏食、それからおやつ等甘いものの摂取。それか

ら、不規則な生活、これは睡眠不足等も含めますけれども、食生

活にも及ぼしている、そういった食の変化がまず第一であるとい

うこと。小学校、中学校では虫歯予防、ブラッシング指導は24校

全てで行ってございますが、その中で大きなものとしては、食の

変化というのが大きな第一番目だと我々は認識してございます。 

以上です。 

教育長 今ほどの説明がありましたが、ほかにありますか。 

荒明委員 お話を伺って、私も食の変化がすごく大きな影響を及ぼしてい

るなというのは本当に理解できます。それで、学校でも特に低学

年を中心にして、歯磨きの仕方ばかりではなく、おやつ、歯にく

っつきやすいものとか、だらだら食いをしないとか、口の中にい

つまでもねばねばした状態にしておかないようにということで、

そういうものを食べたら磨くんだというような、食育のほうにも

かなり力を入れてきているということは私も理解しているところ

です。それで、子供たちの、福島県、特に会津、そして喜多方市

の虫歯保有率が高いという現状ですね。なぜそうなのかというと

ころが一番、今のところは保護者にも理解していただく上では、

そこが一番大事なのかなと思うわけです。それで、もしかしたら、

歯磨きというのは基本的には学校では給食後しかやっていないの

で、一番大事な家庭での就寝前の歯磨きあたりまでは見届けるこ

ともできないし、食生活についてもお話しすることはあっても、

踏み込んで家庭の中までということはできないので、やはりこれ

は子供の指導だけではなく、保護者の自覚を促しながら、生涯自

分の大事な歯を守っていくという、そういう子供たちを育ててい

くということが大事なのかなと考えます。ということで、実態と

私が先ほど言ったのは、学校で指導している歯磨きとか食育、そ
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れを保護者の方がどれだけ理解していて家庭での子供たちの実態

というか、歯磨きの仕方というか、寝る前の歯磨きがちゃんとで

きているかというのをチェックしているかというところがすごく

気になるところで、そこら辺から保護者への働きかけがあれば。

例えばうちでは歯磨きもちゃんとさせているし、それから食べ物

にもおやつにも気をつけているんです。でも虫歯がどうしてもで

きるんですとなれば、歯医者では歯の質とかもチェックできると

いうふうに話を聞いておりますので、そういうお子さんについて

は、プラスアルファで歯の質を強くしていく必要があるねという

ことでフッ化物洗口というのが手段として出てくるのかなと思い

ました。そしてさらに、これは希望者ということですので、学校

では特に極端に虫歯が多い子供を早期に発見して、個別的な衛生

指導に力を入れていくというのが学校教育の立場としては基本的

なことなのかなと思ったので、そういう観点から保護者への働き

かけがもっと必要で、そして、子供たちの実態を、この子供は歯

磨きをちゃんとできなかったから虫歯ができていたんだとか、あ

るいは、食べ物に原因があったんだとか、そういうところをもう

最初の段階ではきちんと実態把握というのが必要ではないのかな

と思うのですが、その辺の取り組みについてはどのようにお考え

でしょうか。 

学校教育課長 実態把握は、今、委員がおっしゃったとおりだと思います。そ

れが教育委員会でも把握している部分もございますし、各学校は

丁寧にやっているように私は聞いております。我々教育委員会と

しては、その指導をお願いするしかございませんので、校長会あ

るいは校長教頭合同会でその話は健康教育、安全安心教育の中で

お話をしてまいったところでございます。学校ごとにそれをやっ

ているかどうかについては、年度の評価等で私どもに入ってまい

りますので、きちんと全校やっていただいているなと認識はして

おります。ただ、委員がおっしゃったように、家庭について、そ

れから保護者への指導となりますと、もちろんこれも校長会等を

通して保護者会等で呼びかけていただくこと。ですから、５年前、

10年前よりは食育や保健に関する資料がたくさん増えた学校がお

ありです。これも、我々一生懸命やってきた結果かなと思ってお

りますが、今後も継続してやっていきたいと思います。なお、委

員が今おっしゃったように、細かな実態も、なるほど、私どもも

各学校、地区ごとに集めておくのも一つかなというふうに、今後

検討してまいりたいとは思いますけれども、引き続き、我々とし



20 

ては、校長会、教頭会、養護の先生方の研修会等いろいろござい

ます。これは学校教育課が招集して学校教育課で当たるわけです

が、徹底した指導を保護者、子供たちにしていただくように継続

してまいりたいと思います。 

教育長 ほかにありますか。 

荒明委員 ありがとうございました。それで、これから保護者への説明会

というのが始まると思うんですが、保護者の方も虫歯予防という

ことについての自覚というか、そういうことについてはかなり温

度差があると思いますし、フッ化物洗口ということについてもき

ちんと理解されているかどうかという点も疑問なので、それと並

行して学校でやっている虫歯予防についてさらに説明をして、そ

ういうことが家庭でちゃんとできているのかどうか、できている

にもかかわらず虫歯ができるというような場合は、こういうフッ

化物洗口というものもありますよということで、初めから集団あ

りきではなく、もちろん希望者が前提ということだったとは思う

んですけれども、希望者が出た場合、どのような方法でやるかと

いうことも十分共通理解を図った上で慎重にやってほしいなとい

うことで、いろいろ質問させていただきました。ありがとうござ

いました。 

教育長 ほかに質問等ございますか。 

髙橋委員 聞き逃したら申しわけなかったと思うんですが、希望者の金銭

的な負担というのはあるんでしょうか。 

学校教育課長 これは、平成28年度から県の事業ということでフッ化物洗口先

行事業ということで補助金が各市町村におりることになっており

これは全額補助ということになってございます。 

荒明委員 関連して質問です。 

その補助金が出るということについては、何か条件があるんで

しょうか、例えば一部でも希望者が出たらば出すよとか、あるい

は全体でやるならば出すよとか、何かそういう条件はあるんでし

ょうか。 

学校教育課長 一部、全体ということは聞いてございません。市町村で選択で

すので、市町村でうちでやりますということであれば、学校数、

児童数、生徒数にはよらずというところで聞いてございます。 

教育長 よろしいですか。 

荒明委員     わかりました。 

教育長 ほかにご質問等ございませんか。 

私のほうから質問ではなくて、先ほど学校教育課長からあった
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ように、喜多方市の齲歯の保有率が、高いんですよね。先ほど12

歳の例を言ったけれども、３歳児も６歳児も全て高い。全国に比

べると福島が保有率、虫歯がいっぱいある。さらにその中でも会

津が高くて、会津の中でもさらに喜多方は高いという実情があっ

て、その中で、荒明委員がおっしゃったのは、結局フッ化物洗口

という部分でこれからいくわけなので、いわゆる保護者のほうの

納得という部分も含めて、こういうことを学校で指導してきて、

それを受けて家庭ではこういうことまでやってきた。でも齲歯率

が高い。だからフッ化物洗口をやらなきゃだめだというふうだと

納得いくんじゃないのかというような形での質問だったのかなと

私は受けとめたんですね。だから、やることはきちんと学校、家

庭、また地域も含めきちんとやって、その中で、これだけ施して

いるんだけれども虫歯がいっぱいある、だから、いわゆる歯の質

をよくするためにもフッ化物洗口が必要ではないのかと言われれ

ば、みんな納得するのかなというような方向での質問の中身だっ

たのかなと思いました。 

金銭的な部分については10分の10ということで補助があるとい

うことで、この辺についても、実は今年度までなんですよね。県

のほうで期限があって。その後については、検討で出さないとか

出すとかではなくて、一応、当初の予定では３カ年間なので、今

年度までというような形にはなっている。 

なお、さっきの説明の繰り返しになりますが、いわゆる学校に

はこれ以上手を煩わせないという形で進めていくということで、

薬の調合とか、配送、いわゆる学校に届ける、それは学校の手を

借りずにこちらのほうで、保健福祉部も含めてバックアップして

いくということなんですが。ただ、これからの不安材料ではない

んだけれども、学校で結局冷蔵庫に入れておかなきゃいけないと

いうことがあって、冷蔵庫は大丈夫かというような不安は抱えて

いるようなことがあるようですけれども。 

学校教育課長 ご意見ありがとうございました。きょう、総合教育会議のほう

でもこの件がございますので、今、教育長がおっしゃっていただ

いた内容、それから保護者会につきましても、我々学校教育課の

スタンスは、市の事業について、我々もお手伝いを申し上げます

というスタンスでございます。保護者会の説明会にも耶麻歯科医

師会の会長様、それから保健福祉部、あるいは我々のオーダーに

よっては県の保健福祉事務所のほうから来ていただいて、講師の

先生方による説明ということで、しっかりとした説明は続けてい
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く予定でございますので、それらにつきましてもご了解をいただ

きたいと思います。 

以上でございます。 

教育長 ありがとうございます。では、ご質問、ご意見等よろしいです

か。 

髙橋委員 このことに関しましては、先ほど各課で連携しながらという話

が出ましたけれども、もちろん、家庭教育という面で見てもすご

く大事なことだと感じているので、ぜひ保護者会での説明をして

いただくときに、県別の調査をしたときのワースト県だったとこ

ろが、フッ化物洗口を導入して２年ぐらいでかなりいいほうに行

ったということが１年、２年ぐらい前ですかね、そういった報道

があって、私も、なるほどすごいんだなと感じたんですが、そう

いったことがあるよというわかりやすいデータもかなり保護者の

方には有効だと思うんですね。それとともに、インターネットと

かで調べると、劇薬だから絶対だめだという意見ももちろんあっ

て、そういうものを先に目にしてしまうと、絶対だめよという反

対意見になるし、先にフッ素さえやっていれば虫歯がなくなるん

だぞみたいになってしまうと、そっちのほうに頼ってしまうとい

う、何かすごくアンバランスなことになってしまうので、その両

方の情報をお伝えして、希望者ということでありますので、選ぶ

条件というものもフェアに出していただきたいというのと、あと、

フッ素だけじゃないんですよね。もちろん、今まで出た話で歯磨

きもあるし、噛み合わせ、それから顎の形というものもかなり虫

歯をつくってしまうとか、これからの歯を80歳までもたせる、今

度100歳までもたせなくちゃいけないということになってくると、

フッ素をやれば虫歯が減るからという、とりあえずそこに頼るの

もわかるんですが、もっと基本的なところで保護者の理解という

のをかなり進めていただけるように、先ほどの保護者会のお話が

ありましたけれども、ぜひそういった意識を保護者の方たち、も

ちろんないわけではないと思いますけれども、保護者だけじゃな

くて子供も、自分の歯なんだから自分で守るんだという、それが

たくましさじゃないかなと私は感じるので、そういった面でもぜ

ひこれはいい方向で取り組んでいただきたいというお願いです。 

学校教育課長 大変いいご意見をただきました。我々も学校教育課としてこれ

を先頭で進めているわけではございませんので、その３課会議で、

ご意見のあったことについて、私のほうでも進めさせていただき

たいというふうに申し上げておきたいと思います。 
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今ございました、例えば佐賀県とか新潟県は、爆発的な減少率

だったんです、これを始めて。会津管内でも昭和村、昨年度から

始めた坂下町、こういったところも成果が出てきておりますし、

そういったことは昨年度、一昨年度から、保護者の皆様へという

ことで学校には資料を提供して、学校教育課が今できることとい

うことで、そういった継続した資料の提供をしております。です

から、保護者の皆さん、今回初めて聞くわけではないんですね。

いろいろな資料も学校に提供してまいりました。安全性について

もお話ししてまいりましたし、今回いよいよ導入の方向で行きま

すよというこおとで、保護者会として認識しております。 

今、委員からいただいた貴重なご意見、我々ももう一回練り直

しまして、また３課会議のほう、市のほうにも伝えていきたいと

思います。ありがとうございました。 

教育長 では、先ほどの髙橋委員の中身は意見という形なんですかね、

そんなふうに受けとめてよろしいですね。 

では、そのほかにご意見はございませんか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、なしということで、これより採決に入ります。 

議案第２号フッ化物洗口の導入についてをお諮りします。 

この議案第２号について、原案のとおり決するということでご

異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、議案第２号フッ化物洗口の導入については原案のとおり

可決されましたので、よろしくお願いいたします。 

続いて、議案第３号に移ります。 

議案第３号喜多方市社会教育委員の委嘱についてであります

が、事務局の説明を求めます。生涯学習課長 

生涯学習課長 17ページをお願いいたします。 

議案第３号喜多方市社会教育委員の委嘱について。 

喜多方市社会教育委員に関する条例第３条の規定に基づき喜多

方市社会教育委員を下記のとおり委嘱したいとするものでありま

す。 

１の候補者につきましては別紙のとおりであります。 

２の委嘱日につきましては、平成30年４月13日。 

３の任期につきましては、記載の期間の２年間でございます。 

提案理由でございますが、喜多方市社会教育委員の任期が平成

30年３月31日をもって満了となったことから、新たに委嘱したい
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とするものであります。 

18ページをお願いいたします。 

喜多方市社会教育委員の候補者でございますが、氏名、住所、

性別、年齢、新任・再任の別、備考につきましては記載のとおり

でございます。 

なお、関係団体等からの推薦に際しましては、充職ではなくて

社会教育委員としてご委嘱申し上げる任期中、ご就任いただける

方の報告をお願いをして、ご推薦をいただいた方々でございます。 

以上でございます。 

教育長 ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。よろしい

ですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、ご意見はございませんか。 

髙橋委員 社会教育委員の方々の会議というのは、私は参加したことがな

いのでわからないんですが、お話を聞いているとやはり何々につ

いてご承認くださいみたいなことが多くて、自分たちが社会教育

の行政にかかわっているという、そういうことが余りない、社会

教育をどうするかみたいな話は余りなくてというような、そうい

ったお話を以前、委員の方から伺ったことがあります。確かに、

なかなか社会教育委員を集めて、喜多方市の社会教育をどうする

かなんていうことを考えてくださいというふうにはならないのか

なと。会の意義は違うのかなという気はするんですが、今、この

委員に委嘱される候補者の方を見てみると、やはり社会教育にか

なりいろいろ携わってこられた方が多いなと感じるので、ぜひこ

の方たちにお願いしながら、この方たちも交えて喜多方市の社会

教育についてもっと充実、推進ということを考えていけるような、

そういったことをやっていただきたいなと思います。 

生涯学習課長 ただいまのご意見に対しましては、社会教育委員の皆様からも

頂戴しているところも多分にございますので、平成29年度からは、

教育委員会のほうでご承認いただきました生涯学習、生涯スポー

ツの中期的な方針、この策定にもかかわっていただきながら進め

てきているというところでございます。ただいまのご意見を十分

踏まえまして、平成30年度以降につきましても、新しい委員の皆

さんの中でご検討いただくような体制で進めていきたいと思いま

す。 

教育長 髙橋委員から出た中身については、改善というか、いい方向で

取り組めるような形をつくっていければと思いますので、どうぞ
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よろしくお願いします。 

そのほかにご意見ございませんか。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、これより採決を行います。 

議案第３号についてですが、原案のとおり決することでよろし

いでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしということですので、議案第３号喜多方市の社会教育

委員の委嘱については原案のとおり可決されました。 

以上で審議事項を終わります。 

次に、協議事項を取り上げます。 

協議事項については、１つここに提示されておりますが、この

ことについて、事務局、協議事項１ですね、適正規模適正配置の

今後の進め方についてでありますが、事務局からの説明を求めま

す。学校教育課長。 

学校教育課長 それでは、19ページをお開きください。 

今回協議事項として上げさせていただきました喜多方市立小中

学校適正規模適正配置の今後の取り組みとスケジュールについて

ということで、案をご提示申し上げます。 

これにつきましては、昨年度から大きく取り組みが始まりまし

てスタートしたところでございますが、１番、今年度主な内容と

しましては、大きくこの３つについて推進してまいりたいと思い

ます。 

平成29年度、昨年度、全ての地区でアンケートをとらせていた

だきました。これについての結果の報告・周知ということで、今

年度また地域に、保護者の皆様に、地域住民の皆様に、これから

の保護者の皆様にフィードバックしていくというのが１つ目で

す。 

２つ目は、意見交換会の開催でございます。 

未就学児の保護者、小中学校の保護者、地域住民ということで、

３本立てで、下の表にも、後ほどご説明申し上げますが、この意

見集約ということで今年度じっくり丁寧に進めてまいりたいと思

います。 

３点目としましては、昨年度から出ておりますスケジュールの

中で、今回この適正規模適正配置の審議会の立ち上げ、開催とい

うことでございます。今年度内に、できますれば第１次原案、素

案の形だけでもというふうには考えてございますが、その検討を
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開始するというところでのこの大きな３つ、今年度の内容として

ございます。 

下のスケジュールをごらんください。 

これにつきましても、総合教育会議でも同じことになりますの

で、今回ちょっと詳しくにお話をさせていただきます。 

昨年度来やってまいりましたアンケート結果がございますの

で、これについての市役所庁内関係での報告、それから議員への

報告ということを上げさせていただいて、その後に各地域、市民

の皆様への広報活動、アンケート等の発表、公表等をしてまいり

たいと思います。 

真ん中ほどの７月、８月のところ、これが先ほど申し上げまし

た、今回３本立てで、地域の皆様、小中学校の保護者の皆様、未

就学児の保護者の皆様ということで、３段階で意見交換をさせて

いただきたいと思います。昨年ももちろん７地区、中学校区で開

催してきたところですが、そこで得たアンケートというのが今回

のフィードバックの内容であり、検討と協議の内容でもございま

す。その後、11月ぐらいをめどに第１回の審議会、そしてまた我々

のほうでいろいろな、教育部内部での審議等含めまして、今年度

末には先ほど申し上げましたが、たたき台、素案の方向性だけで

も検討ができればなというところでのスケジュールでございま

す。 

なお、申しおくれましたが、今回、カラー版で委員の皆さんに

は再度この要綱、説明会資料を差し上げてございます。昨年度９

月から７つの中学校区で説明会をしてまいりました。そのときの

説明会の資料でございます。このアンケートの結果につきまして

は、総合教育会議のほうで改めましてきょうご提示を申し上げる

ところでございます。 

以上でございます。 

教育長 ただいま説明がありましたが、ただいまの説明に対して委員の

皆さんから特にご意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

遠藤委員 未就学児の保護者、中学校の保護者、地域の住民ということで、

大人の方の意見しかないのかなというところで、今実際通ってい

る子供たちはどう思っているんだろうというのが、ちょっとアン

ケート足りなかったのかなと思ったので、今後どうしようかなと

思っています。 

学校教育課長 こちらは、市全体で動いているスケジュール、計画ということ

でこのように記載をさせていただきました。学校教育課としては、
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昨年度の反省で、今在学している児童生徒について、アンケート

は正式にはとりませんでしたが、意見的なものをいただいており

ますので、これらについても、今、委員ご指摘のとおり、しっか

りしたものを、今回、学校教育課としてやる必要があるのかなと

考えてございます。貴重なご意見ありがとうございました。取り

入れてまいりたいと思います。 

教育長 よろしいですか。ほかにご意見、ご質問等ありましたらお願い

します。 

荒明委員 この適正規模適正配置については、本当に難しい問題だなと改

めて感じています。どんなに小さな学校であっても、地域にとっ

てはコミュニティーの核というんですか、学校がなくなれば地域

の火が消えるみたいな、そんな思いで本当に地域住民の方はいら

っしゃると思いますが、やはり学校は子供あってこそだし、子供

の将来を見据えての教育ということを考えなくちゃいけないの

で、その子供たちのためにどういうふうに進めていくのが大事な

のかというようなことで、この意見交換会も細かく分けて行うと

いうことなので、本当に丁寧に丁寧にお話しをし合いながら、み

んながある程度納得した形で、子供たちのためにというところで

一つの方向性を持った上での結論が出てくるといいなと思ってお

ります。 

以上です。 

学校教育課長 委員ご指摘いただいたとおりかと認識してございます。我々も

気を引き締めて丁寧に進めてまいりたいと思います。午後の会議

もございますので、一応、我々教育委員会が昨年度からとってき

たスタンスとしましては、地域全体で考えていきますよというこ

とが一つ。それから、統廃合ありきでもっていくものではないと

いうことも一つ。それから、もし地域で学校が小さくてもという

のであれば、それも一つの選択肢であるということが一つ。それ

から、我々としては、今、考えや方向性はございません。昨年度、

そして今年度、地域の皆様、保護者の皆様の意見を聞いて、今後

検討して組み立てていって、原案を作成、検討というような手は

ずで行きたいと考えておりますので、そのようなことで、地域の

皆様、子供たち、保護者の皆様のご意見を中心に組み立てていけ

ればと考えてございます。 

以上でございます。 

教育長 ほかに、ご意見、ご質問等ございませんか。 

教育部参事 この適正規模適正配置につきましては、今ほど学校教育課長か
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ら説明させていただいたとおり、大まかにこのようなスケジュー

ルで今年度進めてまいりたいと考えてございます。ただ、この中

に一つ一つの項目、細かいところまでは入れてございませんが、

いろんな動きがあったとき、例えば７月、８月の意見交換会を受

けて、さらには素案を考える際に当たってということで、それぞ

れの折に触れまして、この教育委員会の会議の中で委員の皆様に

ご協議をさせていただきたい、委員の皆様のほうでもいろいろ適

正配置についての意見なり指摘なりをお願いしたい、そのような

進め方で今後取り組んでまいりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

以上でございます。 

教育長 今、参事からあったように、この委員の皆様のご意見も非常に

貴重な中身ですので、これからまたそういう場もたくさん設けて

いかなければいけない。そういう現状でありますので、その点も

よろしくお願いしたいと思います。 

ほかにございませんか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、私からでいいですか。 

この資料は今年も使いますか。 

学校教育課長     あくまで、昨年度の説明会資料ということで、参考資料として

ご提示してございます。今年度は、断片的に導入、あるいはお示

しすることはあるかと思いますが、これを説明会の資料その他で

は使うとは考えてございません。 

教育長 １つだけ、私のほうで言っていいですか。 

この資料でいうと、ここでメリット、デメリットとあるでしょ

う。それで、いわゆる統合ありきではないというのは、教育委員

会として、また市としてのスタンスだと思うんです。ところが、

この資料というのは統合ありきで書いてある。それが前提でとい

うか、そういう中身しか出ていない。現状維持と統合。つまり、

私が言いたいのは、これがあって悪くないんです。悪くないんだ

けれども、もっと必要なのは、多分、説明会のときやってきた義

務教育学校であるとか、小中一貫校であるというか、そういう部

分の説明を加えないと意味がない。統合ありきでないんだから。

例えば、義務教育学校、小中一貫校をつくるときにはどうしたら

いいのか。小規模校で構わない。ただ、学校の位置は特に小中一

貫校であれば必要なの。場所を移動して、例えば同じ棟に小学校、

中学校を入れてしまう。小さいんだから。それが小中一貫校の大
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きなメリットなんです。教員を両方で使えるから。校長は１人で

もいい。そういうところをきちんとやっぱり伝えないとまずいと

思う。だから、統合ありきではないと思うのはそういうスタンス

であって、だから当然統合したときのことも考えなきゃいけない。

メリット、デメリットも。でも、学校のスタイルとして義務教育

学校であればこういう形が取れるんだよ、だから、同じ小さい学

校でもこういう形で残せるんだよという部分もあっていいのかな

と。そうでないと、いろいろな場面で住民の方も、結局は統合あ

りきで進めているんでないのか、と言われてしまったらもうどう

しようもないことなので、そこは避けていきたい。だから、資料

の上でもそういった部分に配慮しながら作成して、説明会なり懇

談会なりを行っていくようにしないとまずいかなと思いました。 

学校教育課長 申しわけございません。経過がございまして、そのとおりです。

ただ、昨年度も定例会でもこれはもませていただいて、いろいろ

ご指導をいただきました。私どもが勝手につくったものではござ

いませんので。あと、議員の皆さんからも同じことを言われまし

た。統合ありきじゃないと言って、このページは何だいというこ

とで、ただ、説明会のときに、それでは学校教育課の人がうまく

説明、やった場合はこういう状況になります。今、教育長からご

指摘いただきましたものについては、９ページで、これも時間を

とってこんな学校もありますよ、こういう選択もあります、現状

の規模での存続もありますよというのも入れまして、そういった

ものをわかりやすくかみ砕いてやってきたところでございます。

ただ、今のご意見は、これはまたこれで、ことしはちょっと別に

して、ご指導いただきながら作成したいと思います。 

教育長 今後、資料、今年も当然資料も必要になるだろうから、それを

作成する上ではそういう形でつくっていかないと誤解を生むと思

うんですね。その辺は注意しながらいこうねというふうに思いま

す。 

では、ほかに。よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

では、協議事項は終了し、９番のその他に移ります。 

最初に、教育長及び教育委員からということで、何かございま

すでしょうか。髙橋委員。 

髙橋委員 読書活動推進についてです。県でつくっておりました第３次子

どもの読書活動推進計画が今年中に５年間満期になりまして、今

度、第４次を出すという話を聞きまして、たしか喜多方市でも第
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２次子どもの読書活動推進計画というものを数年前につくってい

たと思います。それは、内容がものすごくすばらしくて、そのと

おりに進めていったら本当に喜多方市の子供の読書活動はすごく

充実したものになるだろというふうに期待していたんですけれど

も、実際どこが実践していたのかなというのが私にはよくわかり

ませんでした。それで、当時、数年前の市立図書館の館長佐藤さ

んという方に伺ったところ、そういうのは知らないというお話も

伺ったことがあります。なので、子どもの読書活動推進というの

は、学校だけがやるものではないと思っているんですけれども、

その辺について、喜多方市でどう取り組んでいるのか、それとも

第２次の期間も終了して、第３次というものができているとした

ら、私が認識不足だったなと思うんですが、その辺について、ど

うなっているのかなというのをお尋ねしたくて、今すぐというこ

とではございませんので、ちょっと教えていただきたいと思って

提案しました。 

教育長 読書活動推進にかかわってですが。 

学校教育課長 市全体での図書活動になりますと、文化課のほうになりますけ

れども、学校図書関係につきましては、我々独自の学校図書館事

業になりますので、調査をさせていただきましてご回答申し上げ

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

髙橋委員 その件で、市立図書館については文化課、それから学校図書館

については学校教育課、そのほかに、例えば公民館図書室ですと

か、家庭での読書活動というのは家庭教育の範疇になる読書活動

推進というのがあったりするわけで、すごくいろいろなところが

かかわっている中で、ちょっと抜けてしまった部分かなと感じた

ものですから、こういう提案をさせていただきました。 

教育総務課長 それでは、教育部全体としてこれから調べさせていただきまし

て、まとめて次回にでも報告させていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

教育長 あわせて髙橋委員のおっしゃりたいことの一つには、やっぱり

そういう横の連携を図って、全体的に読書活動を活性化していく

というか、そういうことにつなげていってほしいという部分の意

見の部分もあると思うので。よろしいですか。 

そのほかに委員の皆さんから。 

荒明委員 毎月定例会というのが計画されているわけなんですが、審議、

協議する事項というのはどのように決まっているのか、あるいは

ある程度長期にわたって審議してきているもの、フッ化物洗口と
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か適正規模適正配置についてとか、長期間にわたって審議するよ

うなものは、ある程度何回目、何回目というふうに決まっている

ものなのか、ちょっとその辺を教えてください。 

教育部参事 それでは、３月までは私はこの会議にかかわっておりましたの

で、私のほうから答えさせていただきますが、今回、いろいろ報

告事項だとか承認だとか審議事項と整理をさせていただきまし

た。 

まず、基本的に、この教育委員会の会議の中で諮るべき事項と

いうのは、まず大もとでは法律で定められております。特にその

中で教育に関する業務、すごい量があるものですから、そのほと

んどは教育長のほうにその事務が委任されているという形になっ

ております。その中でも、委任できない事務というのがございま

して、その部分については、こういった会議の中で、合議制を持

っているこの教育委員会の中で審議をして決定をしていくという

必要があるものが年間を通じてございます。まず、これが審議事

項になります。 

報告事項につきましては、教育長が委任を受けて行った事務、

あるいは専決処分したものについてはきちんと報告しなければな

らないということになっておりまして、いわゆるこれは事後報告

という形になりますが、委員の皆様のほうに報告を申し上げると。

さらには臨時で教育長が代理でやりましたよという部分について

は、単なる報告ではなくて事後承認という形にはなりますが、委

員の皆様の承認、教育委員会としての承認を得る必要があると。

このような法律であったり、喜多方市の規則であったり、そうい

ったことに基づいて会議のそれぞれ審議事項、報告事項というの

が決まってくるというのが実際でございます。ただ、どのような

中身のものがいつころ皆様にご審議いただくのかということをあ

らかじめご理解していただいて臨んでいただくということが望ま

しいということで、これは３年ほど前から、来月になろうかと思

いますが、年間の教育委員会の審議予定の案件、あるいは報告す

る予定の案件、協議をさせていただきたいという案件を各課のほ

うで取りまとめまして、来月の定例会、例年５月の定例会の中で

皆様のほうにお示しをしたいと考えてございます。当然ご審議い

ただく中には、緊急的に急遽問題が発生して、皆様にご審議をい

ただくという場合もございますし、そういったものも含めて審議

事項、あるいは報告事項、承認事項というものを定めさせていた

だきたいなと考えてございます。 
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荒明委員 よくわかりました。ありがとうございました。 

こういう質問をさせていただいたのは、今回、フッ化物洗口の

導入についてという議案があったものですから、個人的には医師

の立場でも賛否両論が出ているような内容なので、９番のその他

で教育長及び各委員から何かありませんかと言われたときに、フ

ッ化物洗口の賛否両論、どちらについてもそういう情報というか、

そういうものを見ながらちょっと検討したいなということもあっ

たものですから、前もってある程度のことがわかっていれば、こ

ういうこともみんなで協議してみたいとか、そういうことが言え

るかなと思ったものですから言いました。 

お願いとしては、私個人としてはいろんなことについて予備知

識がないことがたくさんありますので、こういう定例会の資料に

ついても、目を通す時間が本当に必要なものですから、今回は忙

しかったということで事情はわかりましたけれども、できるだけ

前日というよりは３日ぐらい余裕をもって届けていただければあ

りがたいです。 

以上です。 

教育部参事 今月の定例会、資料が行き届かず、大変申しわけございません

でした。今ほどありましたように、委員のほうからこういったこ

とについてもう少し深く議論したいだとか、そういったことにつ

いて、ぜひ各委員のほうからご提案をいただければと考えてござ

います。今回、その他の（１）で教育長、各委員からということ

で設定させていただきましたが、今ほど髙橋委員からありました

ように、こういったことについて説明を受けたい、こういった議

論をしたい、あるは今ほど荒明委員からありましたように、フッ

化物洗口についてもう少し内容について議論をしたいというよう

な案件をご提案いただければ、この８番の協議事項という部分で、

その日にというわけにはいかないかもしれませんが、次回、ある

いはその後の定例会等において協議事項として設定をさせていた

だきながら、皆さんでご議論いただくというような機会が設定で

きますので、ぜひ、このその他の中でそういったご発言をいただ

ければ、事務局としても準備をしてまいりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

教育長 それでは、その他は終わりとして、10番の連絡事項を取り上げ

ます。 

 １件ここにあります、平成30年度教育委員会会議の開催日程

（案）ということでありますが、事務局のほう説明をお願いしま
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す。 

教育総務課長 最後になりますけれども、平成30年度の教育委員会会議の開催

日程（案）についてご説明させていただきますので。最後のペー

ジになります、20ページをご覧いただきたいと思います。 

こちらにつきましては、３月の定例会でお示しさせていただい

た日程と変更ございませんので、説明は省略させていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

教育長 今の内容について、何かご意見、ご質問ありますか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 では、ほかに全体的に連絡事項等ありましたらお願いします。

ないですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、ないということでございますので、本日の平成30年

度４月の教育委員会定例会、これで閉会いたします。 

なお、閉会時刻は12時８分ということでお願いいたします。 

お疲れさまでした。時間が過ぎて申しわけございません。 

  

閉会（午後０時０８分） 
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以上 記録の正確なることを認め、ここに署名する。 

 

 

             教 育 長 

 

             教育長職務代理者 

 

             二 番 委 員 

 

             三 番 委 員 

 

             四 番 委 員 

 

             教 育 総 務 課 長 補 佐 


